
ひょっこりひょうたん島の替え歌 

オリジナル 

波を ちゃぷちゃぷ 

ちゃぷちゃぷ かきわけて 

(ちゃぷ ちゃぷ ちゃぷ) 

雲を すいすい 

すいすい 追い抜いて 

(すい すい すい) 

ひょうたん島は どこへ行く 

ぼくらを乗せて どこへ行く 

ウーー ウーー 

丸い地球の 水平線に 

何かがきっと 待っている 

苦しいことも あるだろさ 

悲しいことも あるだろさ 

だけど ぼくらは くじけない 

泣くのはいやだ 笑っちゃおう(注) 

進め 

ひょっこりひょうたん島 

ひょっこりひょうたん島 

ひょっこりひょうたん島 

替え歌 

① 

風をヒューヒュー 

ヒューヒュー切り裂いて 

（ひゅ ひゅ ひゅ ） 

風力発電  

ぶんぶん 回り出し 

（ブン ブン ブン） 

北栄町は 過疎の街 

農業だけでは すたれるばかり 

（ウーー ウーー） 

 

街の活性化に 風力発電 

砂漠の街で まっている 

苦しい時も あったけど 

 

議会で責められ 悲しんだ 

だけどやっぱり報われた 

制度が変わり 儲かった 

やったー 

今では光も見えだした 

儲けたお金で街おこし 

自然の力だ 笑顔も見えたー 

 

② 

風をヒューヒュー 

ヒューヒュー切り裂いて 

（ひゅ ひゅ ひゅ ） 

風力発電  

ぶんぶん 回り出し 

（ブン ブン ブン） 

梼原町は 雲の上 

坂本竜馬が息づいている 

（ウーー ウーー） 

 

街の活性化に 風力発電 

四万十川を 上って見ると 

山の上に建てられた  

風車が回って 発電し 

街もきれいに大変身 

坂本竜馬も喜んだ 

やったー 

今では光も見えだした 

儲けたお金で 街おこし 

自然の力だ 笑顔も見えたー 

 


